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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項・週間予定＞

· 通所勤務表（2月16日～）を作成予定。

· 25日17時半より院内研修「医療廃棄物の扱い」があるため、出欠入力忘れずに。

· 24日14～15時に、上川原豊様のケア会議が予定されている。木村スタッフ出席。

· 井畑光湖様～本日デイケア体験利用、明日の外来への情報提供実施。外来で今後の予定が決定する。

＜外来情報＞

· 河村　哲久様～本日外来受診。利用できていないことから、通所退所決定。

· 我満　奈津紀様～下剤（センナリド錠）を希望、処方。

· 森田　清助様～眉間にしわをよせて胸やけを訴えている。ナイトには出ていると話す。

· 晴山　美智子様～週末は疲れるので、木曜日は遊ばないようにすると話す。体重94kg。

＜利用者様情報＞

· 戸賀沢　潔様～週末に青明舎に小遣いを受け取りに行っていない。村田様、森田様と出かけている。

　　　　　　　　　金銭管理のケアもあるため、本日のナイト時間で本人に確認予定。

· 下町　サン子様～昼食前にフラフラを訴え、レストラン移動せず。昼食は通所で摂る。徐々に元気　

になる。

· 大久保　律子様～以前横山様に告白していることがあった。（横山様は断わっているが、大久保様
　　　　　　　　の夫が自分のところに来ないかと不安を持ち、スタッフが既に対応している）

　　本日、スタッフが夫氏に事情説明する（大久保様が男性スタッフに接近している事実について、治療的によくないことなど）。夫氏は「自宅で話し合う」と返答している。

　　また、大久保様にもスタッフから自身のおかしている問題（相手の不安を高めてしまうなどの病状への影響）について説明し、本人も反省している。

　　⇒経過は関係部署に報告ずみだが、必要においては担当スタッフが介入する。

　　横山様への介入とフォローの実施も続けていく。

＜業務確認と改善＞

· 利用規約について

青山荘、青風荘入居メンバーで契約書等の書類が揃っていない方の確認実施。

· 管理表（利用者様の年齢一覧）について

現在紙に打ち出しているが、今後はパソコン上で管理していく方向とする。出欠確認・利用状況等のすべての入力情報が連動していくようにしたい。次年度からは使えるように準備していく。

· 踊りっこの音楽整理

８ミリビデオで保管しているが、再生に時間が掛かるため、DVDなどに整理していきたい。

実施頻度の少ない踊りをプログラムの中でコンスタントに実施していきたい。

＜デイケア事例検討＞

　森田　清助様　54歳　　統合失調症　　生活保護で年金2級

　　　ナイトケア開始　平成17年9月12日　ナイト利用率約80%

　　現在の生活）

　　　　アパート生活で昼間はうみねこ幸房で、夕方はナイトケア利用。

　　　　金銭的には、無駄使いしないとゆとりはある生活が続けられている。

　　これまでの経過）

　　　　初回入院は昭和59年（本人22歳）である。借金問題などから、不眠・被害妄想・自殺企図がある。最後の入院は、お金の問題により入水自殺をはかり、平成17年8月24日～9月11日である。計4回の入院歴がある。

　　ナイト治療計画）

　　　　金銭管理に重点をおいて定期面談し、本人の状態をキャッチする。

　　　【評価】

　　　　気持ちにゆとりをもって、安定した気分を保っている。自殺企図や不安発言はない。しかし、先週は幸房での自分の役割などについて考える事があり、スタッフに連絡をいれて1日休むことはあった。

　　スタッフからの情報）

　　　　・　退院後は通帳（年金・生保）は本人が自己管理している。

　　　　・　診察時は自身から話すようになっている。「今は話しやすい･･･」とストレスなどについて表現できている。

· 「ナイト、訪問看護、幸房は特に縛られている。」と言ってみたり、「アパート生活は自　　

由でいい」「外には出たい」とも話す。（以前は、土・日はもてあますと良く話していた）

· 無駄遣いしない中で、安定した金銭管理を保てており、気分も安定している。

· 自分の役割をどのように持っていくか、いつも考えている人。チラシ配りはできるけど、パッチワークは苦手だよと表現してくる。

· ナイト時間は、最後まで過ごすことできている。（以前は消えることもしばしば）

　　　　　　　　　　　↓

　　　　　ナイトでは、①本人の思いの共有と少しの意見提供

　　　　　　　　　　　②危険行為は考えられること、予測と関係部署との情報共有の強化

